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製品・サービス名 
建築安全・エンジニアリング統合ソリューション 

（建築物安全診断／建築エンジニアリング／リモデリング） 

起業の動機 

近年、老朽化建築物の増加や安全基準の高度化により、建築物の安全性確保と長寿命化が社会的

課題となっている。一方、従来の建設業界では、安全診断・設計・施工・維持管理が分断され、現場の

実態が十分に反映されないケースも多い。こうした背景のもと、「建築の安全と価値を技術で一貫して

支える企業」を目指し、安全診断から設計・改修・維持管理までを統合的に提供するために設立され

た。 

製品・サービス紹介 

o 製品 

図面中心で管理されていた建築物を、BIM（3Dモデル）と施設情報を連携させることで、建物の安全

性や状態を一目で把握できるデジタル施設管理システム 

o ターゲット市場・規模・将来性 

- 公共機関・自治体、民間企業・施設運営会社、不動産オーナー・管理会社、工場・商業施設・業務用

建築物所有者をターゲット伴い、安全管理や点検の需要が拡大 

- 近年、老朽化建築物の増加に伴う安全管理・点検需要の拡大​

- スマートシティ化や公共DX政策の進展により、BIM・IoT・クラウドを活用した施設管理DX市場の急

速な成長​

- 建築安全管理のDX化は不可逆的なトレンド、BIM・IoT・クラウドを組み合わせた施設運用の標準化​

- 公共・民間双方での長期的安定需要、高い成長性のある市場 

o 競合優位性、新規性、独自性 

- このシステムは、BIM・建築安全点検・IoT・クラウドを統合したオールインワン型で、現場経験に基

づくDX設計とSaaS運用による安定的かつ効率的な施設管理 

- 新規性は、定期点検やセンサーデータを3D BIMモデルに直接連動させ、従来の図面中心管理から

リアルタイム施設管理への転換 

- さらに、建築安全・DX・施設運用を一体で提供する体制により、老朽化抑制と中長期的コスト削減を

両立する独自価値 

https://blog.naver.com/neulpumenc
https://drive.google.com/file/d/1qBw54TjfVpYhZJ0Q6Fb_BaOlL1AKa028/view?usp=sharing
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<DX基盤の建物低速老化ソリューション「Safety_DX」> 

 

<安全‧BIM‧センサー‧SaaS‧AIoT機能を⼀つに (All-In-One)> 

 

<DX安全管理導⼊効果> 


